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福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
は
︑
地
区

を
モ
デ
ル
指
定
し
︑地
域
住
民
と
協
働
で
﹃
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
︵
地
区
版
地
域
福

祉
活
動
計
画
︶﹄
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

『
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
』
と
は
？

住
民
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
や
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
︑
地
区
の
﹁
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
﹂
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
や
目
標
を
つ

く
り
︑
具
体
的
な
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
︑
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
取
組
を
進

め
て
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。
計
画
づ
く
り
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
で
︑
活
動
者
や
団
体

同
士
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
る
な
ど
︑
地
域

福
祉
を
進
め
る
た
め
の
大
切
な
取
組
と
考
え

て
い
ま
す
。

『
加
茂
地
区
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
』

に
つ
い
て

加
茂
地
区
の
住
民
の
代
表
者
で
﹁
地
域
福

祉
推
進
委
員
会
﹂
を
立
ち
上
げ
︑
米
子
市

社
協
と
協
働
で
策
定
し
ま
し
た
。
加
茂
地
区

の
住
民
の
皆
さ
ま
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
︑
地
域
福
祉
に
関
わ
る
団
体
に
意
見
を

伺
い
︑
地
域
の
福
祉
課
題
を
把
握
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
課
題
を
も
と
に
話
し
合
い
を
重

ね
︑
計
画
の
テ
ー
マ
を
﹁
防
災
防
犯
﹂・﹁
高

齢
者
福
祉
﹂・﹁
子
育
て
支
援
﹂
の
3
点
に
決

定
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
分
科
会
を
つ
く
っ
て
取
組

内
容
や
５
年
後
の
目
標
を
決
め
ま
し
た
。
令

和
３
年
３
月
の
委
員
会
で
計
画
案
が
承
認
さ

れ
︑﹃
加
茂
地
区
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
﹄

が
完
成
し
ま
し
た
。
加
茂
地
区
で
は
令
和
３

年
度
か
ら
５
か
年
計
画
で
︑
作
成
さ
れ
た
プ

ラ
ン
に
沿
っ
た
地
域
福
祉
活
動
が
進
め
ら
れ
ま

す
。　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

〜
『
加
茂
地
区
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
』
が
完
成
し
ま
し
た
〜

〜
『
加
茂
地
区
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
』
が
完
成
し
ま
し
た
〜
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左から 高齢者福祉分科会長 遠藤さん、地域福祉推進委員長 足森さん、子育て支援分科会長 鶴木さん



華
道
・
空
手
道
を
加
え
た
﹃
諸
道
教
室
﹄
か

ら
︑食
育・体
育・勉
強
も
楽
し
め
る
﹃
ア
メ
ー

ジ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
﹄
に
発
展
し
ま
し
た
。

そ
し
て
︑
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
た
土
日

の
活
動
を
ま
と
め
︑
昨
年
４
月
に
地
域
の
も

う
一つ
の
学
校
﹃
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
﹄

が
開
校
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
延
べ
1
5
0

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
は
︑
伝
統
文
化
等
を

学
ぶ
と
と
も
に
︑
異
学
年
交
流
や
大
人
た
ち

と
世
代
間
交
流
を
す
る
こ
と
で
︑
挨
拶
や
返

事
な
ど
の
礼
儀
を
学
び
︑
思
い
や
り
や
感
謝

の
気
持
ち
な
ど
豊
か
な
心
を
育
む
場
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
財
産
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
地
域

住
民
で
見
守
る
こ
と
は
︑
義
方
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。今

後
も
義
方
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域

で
の
び
の
び
と
学
び
︑
楽
し
く
交
流
で
き
る

活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
次
回
は
巌
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。】

義
方
地
区
で
は
﹁
高
齢
者
の
多
い
地
区
だ

か
ら
こ
そ
︑
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育

て
︑
地
域
を
活
発
に
し
た
い
﹂
と
い
う
思
い

か
ら
︑
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
活
動
の

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら

今
回
は
﹃
義
方
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
﹄
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
活
動
の
主
催
は
公
民
館
で
す
が
︑
青

少
年
社
会
生
活
支
援
団
体A

m
azing!

︵
ア

メ
︱
ジ
ン
グ
！
︶
が
運
営
し
て
お
り
︑
公
民

館
長
も
校
長
先
生
と
し
て
活
動
を
応
援
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
有
志
が
先
生
と
な
り
︑
主

に
土
日
に
公
民
館
や
小
学
校
体
育
館
等
で
︑

9
つ
の
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
小
学
生
が
中
心
で
す
が
︑
親
や

祖
父
母
︑
ま
た
未
就
学
児
や
中
・
高
校
生
が

参
加
で
き
る
教
室
も
あ
り
︑
親
子
間
や
家
族

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
大
切
な

時
間
と
な
って
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
︑
学
校
が
週
休
２
日
制
を
開

始
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
︑﹃
子
ど
も
書
道
教

室
﹄
が
週
末
の
地
域
活
動
支
援
と
し
て
始
ま

り
︑そ
の
後
﹁
伝
統
文
化
を
伝
え
よ
う
﹂
と
︑

3

地
域
の
宝
・
子
ど
も
た
ち
へ
の
活
動
支
援

地
区
社
協
の
活
動
紹
介
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義
方
地
区
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香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

啓

成

冨
士
見
町
石
上
　
貴
美
子

金
一
封

御
主
人

洋
二
様

錦

町
福
井
　
裕
晋

三
万
円

御
尊
父

正
士
様

博

労

町
高
岡
　
弘
明

金
一
封

御
母
堂

公
子
様

錦

町
𠮷
田
　
猛

一
万
円

御
尊
父

光
雄
様

錦

町
山
本
　
能
三

金
一
封

御
尊
父

博
義
様

明

道

長

砂

町
三
谷
　
一
明

金
一
封

御
母
堂

ス
ミ
子
様

万

能

町
末
信
　
貞
子

金
一
封

御
主
人

公
康
様

就

将

加

茂

町
舩
守
　
伸
昭

十
万
円

御
母
堂

由
美
子
様

祇

園

町
板
垣
　
隆
司

金
一
封

御
尊
父

博
隆
様

陰

田

町
永
田
　
あ
ゆ
み

金
一
封

御
尊
父

忠
彦
様

義

方

米

原
先
本
　
明
央

金
一
封

御
尊
父

和
民
様

旗

ヶ

崎
傘
井
　
尚
子

金
一
封

御
母
堂

靖
子
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

岩

倉

町
那
須
　
孝
之

十
万
円

御
母
堂

加
都
子
様

立

町
内
藤
　
京
子

金
一
封

御
母
堂

干
場
節
子
様

旗

ヶ

崎
古
元
　
照
子

金
一
封

御
主
人

良
尚
様

住

吉

旗

ヶ

崎
松
本
　
勉

金
一
封

御
尊
父

富
男
様

安

倍
三
島
　
務

金
一
封

御
母
堂

登
美
江
様

安

倍
佐
藤
　
宣
子

金
一
封

御
主
人

暁
様

旗

ヶ

崎
阪
谷
　
祥
子

金
一
封

御
尊
父

元
吉
様

旗

ヶ

崎
松
本
　
美
富

金
一
封

御
尊
父

準
平
様

旗

ヶ

崎
安
見
　
勇
人

金
一
封

御
尊
父

宏
平
様

車

尾

観
音
寺
新
町
山
根
　
弘

金
一
封

御
尊
父

財
栄
様

車

尾
山
根
　
み
ど
り

金
一
封

御
母
堂
髙
橋 

萬
壽
子
様

西
伯
郡
伯
耆
町

井
上
　
明
美

金
一
封

御
尊
父
野
々
内 

進
様

車

尾
髙
石
　
亨
子

金
一
封

御
主
人

好
春
様

車

尾
葊
田
　
ひ
ろ
み

金
一
封

御
主
人

靖
弘
様

加

茂

両

三

柳
上
田
　
安
子

金
一
封

御
主
人

博
己
様

河

崎

河

崎
岩
井
　
良
一

金
一
封

御
母
堂

み
つ
様

河

崎
長
田
　
薫

金
一
封

御
祖
母

房
子
様

河

崎
矢
倉
　
賢

金
一
封

御
母
堂

越
子
様

河

崎
勇
　
良
輔

三
万
円

御
尊
父

浩
之
様

福

生

東

上

福

原
杉
原
　
明
美

一
万
円

御
尊
父

伸
俊
様

上

福

原
石
倉
　
照
子

金
一
封

御
主
人

俊
三
様

上

福

原
伊
藤
　
達
夫

金
一
封

御
内
室

京
子
様

皆

生
鋪
倉
　
健

金
一
封

御
母
堂

澄
子
様

上

福

原
名
島
　
慎
平

金
一
封

御
祖
母

秀
子
様

上

福

原
影
岡
　
明
美

金
一
封

御
母
堂

岡
本
英
子
様

皆

生
天
満
　
辰
雄

金
一
封

御
尊
父

新
一
郎
様

上

福

原
松
尾
　
博
子

金
一
封

御
主
人

彰
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

福

生

西

上

福

原
小
川
　
美
彦

金
一
封

御
尊
父

昌
宏
様

上

福

原
浦
木
　
清

金
一
封

御
母
堂

栄
子
様

上

福

原
北
尾
　
眞
理
子

金
一
封

御
母
堂

重
子
様

福

米

東

東

福

原
川
田
　
弘
子

金
一
封

御
主
人

毅
様

西

福

原
森
永
　
誠
子

金
一
封

御
主
人

忠
器
様

東

福

原
阿
部
　
保
志

金
一
封

御
母
堂

政
子
様

東

福

原
井
上
　
智
寛

金
一
封

御
尊
父

雅
夫
様

東

福

原
恒
松
　
秀
美

金
一
封

御
母
堂

和
枝
様

東

福

原
千
代
　
周
平

一
万
円

御
母
堂

美
代
枝
様

両

三

柳
亀
本
　
秀
幸

金
一
封

御
母
堂

美
枝
様

東

福

原
山
本
　
圭
一

金
一
封

御
祖
母

雪
子
様

東

福

原
井
上
　
峰
幸

金
一
封

御
尊
父

孝
様

米

原
稲
坂
　
明
生

金
一
封

御
内
室

奈
賀
子
様

米

原
廣
澤
　
倫
明

金
一
封

御
尊
父

孝
様

崎

津

大

崎
佐
藤
　
美
鈴

金
一
封

御
主
人

善
男
様

大

崎
高
木
　
修

金
一
封

御
尊
父

六
三
様

大

崎
渡
部
　
和
人

二
万
円

御
尊
父

肇
様

大

崎
武
良
　
洋
司

金
一
封

御
母
堂

み
さ
子
様

大

崎
小
林
　
新
治

一
万
円

御
母
堂

愛
子
様

大

篠

津

大
篠
津
町
伊
豆
　
篤
一

金
一
封

御
内
室

能
理
子
様

冨
士
見
町
本
池
　
重
幸

金
一
封

御
母
堂

村
様

大
篠
津
町
安
田
　
君
子

金
一
封

御
主
人

正
文
様

大
篠
津
町
安
田
　
明
永

金
一
封

御
尊
父

卓
史
様

大
篠
津
町
本
池
　
純
子

金
一
封

御
主
人

正
憲
様

大
篠
津
町
本
池
　
順

金
一
封

御
母
堂

信
子
様

和

田

和

田

町
藤
山
　
英
一

金
一
封

御
母
堂

咲
子
様

和

田

町
矢
倉
　
克
彦

金
一
封

御
尊
父

玲
二
様

和

田

町
安
達
　
尚
能

金
一
封

御
母
堂

順
子
様

和

田

町
山
下
　
順
子

金
一
封

御
主
人

福
榮
様

住
所

氏
　
名

金
額

鳥
取
市
今
町

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

鳥
取
支
社
長
　
斉
藤
　
敦

一
五
、四
六
六
円

旗
ヶ
崎

株
式
会
社 

寿
電
機

三
万
円

一
般
寄
付
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
令
和
3
年
3
月
1
日
～

令
和
3
年
5
月
31
日

4



住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

和

田

町
井
田
　
佳
行

金
一
封

御
祖
母

寛
枝
様

和

田

町
西
澤
　
登
茂
子

金
一
封

御
主
人

一
夫
様

車

尾
森
田
　
美
喜
子

金
一
封

御
尊
父

佐
藤
　
亮
様

和

田

町
武
下
　
真
也

金
一
封

御
尊
父

英
一
様

和

田

町
佐
々
木
　
千
恵

金
一
封

御
尊
父

正
彦
様

和

田

町
安
達
　
裕
治

金
一
封

御
尊
父

幸
一
様

富

益

富

益

町
藤
原
　
均

金
一
封

御
尊
父

博
之
様

富

益

町
中
嶋
　
健
児

金
一
封

御
祖
父
岡
田 

亀
男
様

夜

見

夜

見

町
松
原
　
俊
二

金
一
封

御
尊
父

宏
様

成

実

古

市
牧
野
　
美
恵
子

金
一
封

御
主
人

広
満
様

日

原
佐
藤
　
英
戓

金
一
封

御
内
室

江
様

奥

谷
立
林
　
英
行

金
一
封

御
内
室

田
鶴
子
様

新

山
大
江
　
敦
子

一
万
円

御
主
人

祥
夫
様

尚

徳

上

安

曇
田
子
　
章
臣

金
一
封

御
母
堂

晴
江
様

別

所
杉
村
　
知
彦

金
一
封

御
尊
父

譲
様

青

木
長
谷
川
　
満

金
一
封

御
母
堂

幸
子
様

別

所
諸
田
　
篤

金
一
封

御
尊
父

収
様

別

所
前
田
　
真
二

金
一
封

御
尊
父

好
則
様

大

袋
鷲
見
　
悦
子

金
一
封

御
母
堂

多
美
枝
様

上

安

曇
大
塚
　
清
徳

金
一
封

御
尊
父

馨
様

兼

久
髙
田
　
利
英

金
一
封

御
尊
父

恒
憲
様

上

安

曇
武
本
　
甫
明

金
一
封

御
子
息

和
夫
様

榎

原
大
坪
　
正
人

金
一
封

御
祖
母

楠
子
様

永

江

永

江
西
村
　
陽
子

金
一
封

御
主
人

美
穂
様

五

千

石

福

市
鐘
築
　
芳
幸

金
一
封

御
母
堂

艶
子
様

福

市
遠
藤
　
設
彦

金
一
封

御
祖
母

千
野
子
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

福

市
赤
尾
　
昇

金
一
封

御
母
堂

清
子
様

福

市
冨
松
　
妙
子

金
一
封

御
主
人

宣
弘
様

巌

東
伯
郡
琴
浦
町

石
賀
　
裕
美

五
千
円

御
令
妹
大
田
由
紀
美
様

蚊

屋
能
登
路
　
幸
輝

金
一
封

御
母
堂

寿
美
様

蚊

屋
山
本
　
圭
一

金
一
封

御
尊
父

正
實
様

蚊

屋
近
藤
　
明
美

金
一
封

御
叔
母
冨
田 

勝
榮
様

二

本

木
小
早
川
　
丹
二

金
一
封

御
内
室

範
枝
様

蚊

屋
高
梨
　
幹
範

金
一
封

御
母
堂

き
く
様

春

日

加
古
川
市
野
口
町

梅
田
　
家
二

金
一
封

御
母
堂

糸
枝
様

赤

井

手
西
村
　
勉
一

金
一
封

御
母
堂

満
子
様

下

新

印
中
原
　
明
寛

十
万
円

御
母
堂

輝
子
様

下

新

印
藤
谷
　
亨

金
一
封

御
母
堂

鶴
枝
様

古

豊

千
桑
垣
　
健
一

金
一
封

御
母
堂

恭
子
様

古

豊

千
河
田
　
周
平

三
万
円

御
尊
父

惠
弘
様

下

新

印
山
根
　
通
正

金
一
封

御
尊
父

教
夫
様

大

高

下

郷
元
関
　
正
樹

金
一
封

御
尊
父

侑
弘
様

尾

高
仲
田
　
建
治

金
一
封

御
尊
父

實
様

県

福

万
河
本
　
壽
恵
子

金
一
封

御
主
人

勝
己
様

河

岡
坂
下
　
美
智
代

金
一
封

御
母
堂

榮
子
様

福

万
二
岡
　
博

金
一
封

御
内
室

眞
美
子
様

石

州

府
大
前
　
和
己

金
一
封

御
母
堂

枡
榮
様

淀

江

淀
江
町
西
原
國
頭
　
秀
治

金
一
封

御
尊
父

鎭
夫
様

淀
江
町
淀
江
西
古
　
泉

金
一
封

御
主
人

和
夫
様

淀
江
町
今
津
大
谷
　
稔

金
一
封

御
尊
父

五
郎
様

淀
江
町
佐
陀
井
上
　
浩
一

金
一
封

御
尊
父

義
人
様

淀
江
町
淀
江
吹
野
　
悦
郎

金
一
封

御
母
堂

政
子
様

淀
江
町
稲
吉
山
根
　
茂
樹

金
一
封

御
母
堂

多
美
子
様

淀
江
町
稲
吉
長
谷
川
　
晋
也

金
一
封

御
尊
父

光
豊
様

○
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
意
志

に
よ
る
も
の
で
す
。

○
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、所
得
税
、市・県
民
税
の

寄
付
金
控
除・税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Special Thanks 住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

淀
江
町
西
尾
原

山
根
　
公
夫

金
一
封

御
母
堂

若
枝
様

淀
江
町
淀
江
西
尾
　
隆
史

金
一
封

御
尊
父

治
己
様

淀
江
町
淀
江
二
岡
　
光
成

金
一
封

御
義
母

湯
浅
芳
子
様

淀
江
町
西
原
山
根
　
英
男

金
一
封

御
母
堂

キ
ミ
子
様

淀
江
町
小
波
松
江
　
雅
子

金
一
封

御
義
母

幸
子
様

淀
江
町
西
原
山
中
　
敬
太

金
一
封

御
尊
父

正
様

淀
江
町
西
原
田
原
　
和
江

金
一
封

御
母
堂
林
田
百
合
江
様

他

東
京
都
港
区
髙
田
　
秀
実

金
一
封

御
尊
父

光
彦
様

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
月
31
日
に
住
友
生

命
保
険
相
互
会
社
様
よ
り

一
五
、四
六
六
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
月
30
日
に
株
式
会
社

寿
電
気
様
よ
り
三
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。い

た
だ
い
た
ご
寄
付
は
市
民
の
み
な
さ
ま
の
た
め
社

会
福
祉
活
動
の
推
進
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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収入 支出

令和3年度 事業計画・予算
米子市社会福祉協議会は、「誰もが安心して暮らせる福祉のまち」を目指し、

地域の皆様とともに地域福祉の推進に取り組みます。

❶ 組織体制と財政基盤の強化
❷ 地域福祉事業の推進

❸ 生活支援・総合相談事業の推進重点目標

●ボランティアセンター事業の運営
●福祉教育の推進

福祉・ボランティアの心を育むまちづくり
ボランティア活動・福祉教育をすすめます

●デイサービス事業

介護事業
住み慣れた地域での生活を支援します

収支予算［予算額 356,332千円］

雑収入、利息
2,540

会費収入 24,650前年度から繰越
36,789 寄付金収入

10,100

共同募金
配分金収入
17,323

介護保険
事業収入
96,316

補助金収入
45,715

受託金収入
116,649

貸付事業収入 1,500
事業収入 2,300

負担金収入 2,450

単位：千円

法人運営事業
96,454

包括支援
センター事業
74,874

介護事業
60,905

次年度へ繰越 32,726

受託事業
（包括支援
センター除く）
65,318

地域福祉事業
26,055

●地域支援事業
●地区社協活動支援事業
●小地域ネットワーク事業（見守り活動、ふれあいいきいきサロン活動推進）
●災害時要支援者避難支援の推進
●福祉バス運行事業
●福祉団体等への支援・協力

支え合いのまちづくり
地域での支えあいをすすめます

●生活困窮者自立相談支援事業
●日常生活自立支援事業
●生計困難者に対する相談支援事業
●資金貸付事業
●総合相談事業
●地域包括支援センター事業
●ファミリー･サポート･センター事業

安心して暮らせるための相談・支援の取組
暮らしや困りごとの相談をお受けし、
安心できる暮らしのお手伝いをします

福祉の地域づくり収益事業

●米子市内の小中学校へ　本を贈ろうプロジェクト
自動販売機の売上による社会貢献を行っています

ま　ち

法人運営

●理事会、評議員会、監事会、委員会等の開催
●広報活動の実施
●社会福祉大会・流灯会等の開催
●米子市社会福祉法人等連絡会の開催

運営体制を強化し、信頼される法人運営に努めます

主な事業・活動の内容

令和3年度 米子市社会福祉協議会資金収支予算書

ボランティア入門講座を開催します！ 『米子市福祉のつどい～1000人ウォーク～』
中止のお知らせボランティア活動の心構えや市内における活動を紹介し、ボランティアの

理解と関心を高めていただくことを目的として開催いたします。

【主　催】米子市・米子市ボランティア協議会
【問合せ】米子市ボランティアセンター

（米子市ボランティア協議会事務局）
☎23-5455／fax 37-3855

日にち

8/27
(金)

10人

ふれあいの里
2階

ボランティア
研修室②

20人

10：00
〜
11：00

10：00
〜
12：00

公開
講座

10/22
(金)

時間 定員 場所内容／講師
◆『ボランティア活動とは』
・ボランティアの心構え
・米子市内での活動状況
【講師】米子市ボランティアセンター職員

◆『災害ボランティア講座』
～災害時、自分にはどんなことができるの？～
・災害ボランティアセンターの役割や仕組み
・災害ボランティアの心得
【講師】日野ボランティアネットワーク

森本 智喜さん

９月に予定しておりました『米子市福祉のつどい
～1000人ウォーク～』は、新型コロナウイルス感染症
予防のため、やむを得ず開催を中止とさせていただき
ます。何卒ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

サロンでの法人・企業の社会貢献
令和３年３月27日（土）、介護老人福祉施設きんか
い幸朋苑の住田管理栄養士、山陰ヤクルト販売株式会
社にご協力いただき、啓成地区のふれあい・いきいき
サロンで「感染予防～ちょー（腸）丈夫なカラダづく
り～」と題した講話をし
ていただきました。コロ
ナ禍ということもあり、
参加者は真剣な表情で
聞いておられました。
ご協力ありがとうご
ざいました!!

※『ボランティア活動とは』の講座は、12月、2月にも行います。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催を中止とする場合もあり
ます。

【対　象】市内に在住・在学・在勤で、次の①または②の方を対象とします。
①これからボランティア活動を始めようと考えている方
②ボランティア活動にブランクのある方
※ 公開講座 については、①・②以外の方も参加できます。

【申込締切】各講座とも、定員になり次第締め切ります。
【申込先】米子市ボランティアセンター（休館日：水曜）

☎23-5455／fax 37-3855
※手話・要約筆記が必要な方は申込み時にお伝えください。

見守り活動福祉教育の推進

フードパートナー事業 福祉の地域づくり自動販売機
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ボランティア入門講座を開催します！ 『米子市福祉のつどい～1000人ウォーク～』
中止のお知らせボランティア活動の心構えや市内における活動を紹介し、ボランティアの

理解と関心を高めていただくことを目的として開催いたします。

【主　催】米子市・米子市ボランティア協議会
【問合せ】米子市ボランティアセンター

（米子市ボランティア協議会事務局）
☎23-5455／fax 37-3855

日にち

8/27
(金)

10人

ふれあいの里
2階

ボランティア
研修室②

20人

10：00
〜
11：00

10：00
〜
12：00

公開
講座

10/22
(金)

時間 定員 場所内容／講師
◆『ボランティア活動とは』
・ボランティアの心構え
・米子市内での活動状況
【講師】米子市ボランティアセンター職員

◆『災害ボランティア講座』
～災害時、自分にはどんなことができるの？～
・災害ボランティアセンターの役割や仕組み
・災害ボランティアの心得
【講師】日野ボランティアネットワーク

森本 智喜さん

９月に予定しておりました『米子市福祉のつどい
～1000人ウォーク～』は、新型コロナウイルス感染症
予防のため、やむを得ず開催を中止とさせていただき
ます。何卒ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

サロンでの法人・企業の社会貢献
令和３年３月27日（土）、介護老人福祉施設きんか
い幸朋苑の住田管理栄養士、山陰ヤクルト販売株式会
社にご協力いただき、啓成地区のふれあい・いきいき
サロンで「感染予防～ちょー（腸）丈夫なカラダづく
り～」と題した講話をし
ていただきました。コロ
ナ禍ということもあり、
参加者は真剣な表情で
聞いておられました。
ご協力ありがとうご
ざいました!!

※『ボランティア活動とは』の講座は、12月、2月にも行います。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催を中止とする場合もあり
ます。

【対　象】市内に在住・在学・在勤で、次の①または②の方を対象とします。
①これからボランティア活動を始めようと考えている方
②ボランティア活動にブランクのある方
※ 公開講座 については、①・②以外の方も参加できます。

【申込締切】各講座とも、定員になり次第締め切ります。
【申込先】米子市ボランティアセンター（休館日：水曜）

☎23-5455／fax 37-3855
※手話・要約筆記が必要な方は申込み時にお伝えください。

見守り活動福祉教育の推進

フードパートナー事業 福祉の地域づくり自動販売機
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皆様のご意見・ご感想を
お聞かせください。 0859‐23‐54950859‐23‐5490

furesato@chukai.ne.jp はじめ
ました

精霊会・流燈会中止のお知らせ
しょう りょう え りゅう　とう え

　新型コロナウイルスの感染が拡大している状況を踏まえて、８月16日
に湊山公園で予定していた精霊会・流燈会は感染拡大を防ぐために
中止といたします。ご理解を頂きますようお願い申し上げます。

米子市社会福祉協議会　☎23‐5490お問い合わせ

株式会社金田工務店
米子市古豊千225番地1賛助会員ご紹介
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私たち株式会社金田工務店は昭和 34 年創業以来当
地にて建築業を営んでいます。
水と緑の豊かなこの地に、人が集う街。
私たちは人にやさしく、環境に優しい建築を通して、こ
の地に貢献していきたいと思っています。
次世代の子供たちに残していきたい環境を守り、快適
で豊かな住空間を作ることが私たちの使命だと思います。
また、これから求められる斬新なデザインや確かな技
術力をもっと向上させ、お施主様にお応えしていき、ほん
とうに喜んでいただける空間づくりを目指してまいります。
私たちは常に『やさしさ・健康』をキーワードにものづ
くりを通して、人間と自然の共生を基本として地域社会
に寄与することを実践しています。

これからも賛助会員としてより良い地域社会の発展の
ために社会貢献活動に取り組んでまいります。美しい街、美しい住まい

賛助会員加入ご協力のお願い
　賛助会費は、社会福祉活動を行うための貴
重な財源となっております。米子市社会福祉協
議会の地域福祉活動を財源面から支援、協力
して下さる方を募集しております。

広告掲載
しませんか？
詳しくは米子市社会福祉協議会まで

お問い合わせください。

すべての人に
わかりやすく！

お気軽に M（メディア）U（ユニバーサル）D（デザイン） アドバイザー にご相談ください。

tel : 0859-25-1161　　mail : pro@goudou-insatsu.co.jp
米子市和田町2005-2


